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幼少期の養育環境が成熟後の情動変化や疼痛行動に及ぼす分子基盤の解明
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■ 研究の概要
　現在、わが国の児童虐待件数は年々増加の一途をたどっている。こ
のような幼少時期の虐待体験や不遇な養育環境は、成熟後にうつ病
などの精神疾患を発症することが報告されている。一方、幼少期スト
レスは、成熟後に傷害や疾病等で何らかの形で痛みが生じた場合に、
痛みに対する感受性が増強することも知られている。また、情動機能
の障害は痛みを増悪させ、この痛みは不安や恐怖といった負の感情
をさらに悪化させる。このような負の連鎖に陥ることが、患者の
QOLを著しく低下させるとされている。このように幼少期ストレス
が引き金となって、疼痛を悪化させることが考えられているが、その機構についてはほとんど解明
されていない。
　本研究においては、これまでに我々が確立した母子分離・社会隔離ストレスモデルマウス（Nishinaka 
et al., Life Sci., 2015）を用いて、痛みの増悪・慢性化に関わる因子の探索およびメカニズムの解明を
行うことを目的とする。

■ 他の研究／技術との相違点
　本マウスモデルは、幼少期ストレスが慢性疼痛を増悪させる結果を得ており、本研究で目的とす
る「痛みを増悪・慢性化に関与する因子」を解明するための有用なモデルである点

■ 今後の展開、実用化へのイメージ
【今後の展開】子供の時のストレスや虐待は、今後精神疾患の発症予防や発達を考えていく上で重要
であり、解明しなければならない多くの研究課題が山積みである。

【今後の課題】
１．幼少期ストレス暴露により形成される脳内のストレス脆弱性機構の解明
２．疼痛増悪に関わる主要な分子の特定
３．新たな精神疾患および難治性疼痛の開発

【研究の発展性】
　本モデルを用いた検討は、幼少期ストレス暴露により形成される脳内のストレス脆弱性機構の解
明、さらにはその病態形成に関わる主要な分子を特定でき、最終的には新たな精神疾患治療薬開発
の一助となることが期待できる。
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図１　幼少期ストレスが情動障害に
　　　与える影響　　　　　　　　
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